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CDP による気候変動および水セキュリティ対応調査において最高評価を獲得 
～気候変動は 5 年連続 A リスト、総合化学会社で唯一～ 

 
 

住友化学は、このたび、気候変動および水セキュリティ対応において、目標設定、行動、透明

性の点で特に優れた活動を行っている企業として、国際 NGO である CDP により「気候変動 A リ

スト 2022」および「水セキュリティ A リスト 2022」に選定されました。最高評価である A リス

トへの選定は、気候変動は 5 年連続、水セキュリティは 3 年連続となります。今回、CDP に情報

開示した約 19,000 社のうち、気候変動で 5 年連続最高評価を獲得したのは世界で 45 社、そのう

ち日本企業は 10 社のみでした。 

 
CDP は、企業や政府などによる温室効果ガス（GHG）排出削減や水資源管理、森林保全を促進

している国際 NGO です。世界の機関投資家を代表して主要企業の環境分野に関する取り組みの

情報を収集し、活動実績を 8 段階で評価しています。 
 
住友化学は、2050 年カーボンニュートラルの実現に向けて、グループの GHG 排出削減の取り

組み方針や活動目標をはじめとするグランドデザインを 21 年 12 月に策定、公表しました。具体

的には、30 年度までの削減目標を 30%から 50％に引き上げ、「2℃を十分に下回る水準（Well-
below 2℃）」※1で Science Based Targets（SBT）※2イニシアチブの認定を改めて取得するなど、

気候変動対応の取り組みを推進しています。水セキュリティ対応では、各生産拠点において水リ

スク評価を実施の上、水使用量削減の取り組みに注力しています。さらに、気候変動対応や水リ

スク対応に加え、生物多様性対応にサプライヤーとともに取り組む重要性を認識し、「住友化学

グループサプライヤー行動規範」を 22 年 8 月に改訂、「生物多様性の保全」の項目を拡充するな

どしています。 
 
住友化学は、今回の評価結果を励みとして、引き続き、グループを挙げてサステナビリティ推

進の取り組みを一層強化するとともに、事業を通じてサステナブルな社会の実現に貢献すること

で自らの持続的な成長を実現し、ステークホルダーの皆さまの期待に応えてまいります。 
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※1 パリ協定で示された世界共通の長期目標。産業革命前からの気温上昇を 2℃未満に抑制することを規定する

とともに、1.5℃までへの抑制に向けた努力の継続に言及するもの 

※2 パリ協定を実現するため、企業が科学に基づき設定した高水準な GHG 排出削減目標 

 

＜ご参考＞ 
2021 年 12 月 10 日付ニュースリリース「2050 年カーボンニュートラル実現に向けたグランドデ

ザインを策定 ～30 年度 GHG 排出量 50%削減の新目標と取り組みを決定～」 
https://www.sumitomo-chem.co.jp/news/detail/20211210_2.html 
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